
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和8年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

〇主体的に学びに向かう児童の育成 〇「見通しをもって自ら学習に取り組んだ」
と肯定的な回答する児童80％以上
〇45分完結と基礎基本学力の定着ができ
たと回答する教師80％以上
〇タブレットを効果的に活用することができ
たと回答する教師80％以上

・児童が進んで課題解決に取り組むための見通
しの具体化を図る。
・ゴール像が明確で、めあてとまとめ、振り返りの
授業を徹底する。
・授業でのICTの利活用と共に、効果的に使用で
きるよう周知及び研修を行う。

・ ・ ・

・指導教諭
・学力向上コーディネー
ター
〇まなびチームリーダー

●児童生徒が、自他の生命を尊重す
る心、他者への思いやりや社会性、倫
理観や正義感、感動する心など、豊
かな心を身に付ける教育活動

○学校評価アンケートで「生活の４つの約
束を守ることのよさを感じる」と肯定的に回
答する児童90％以上
〇「いい声（自他の心に優しい声）」ができ
たと回答する児童90％以上

・児童の状態に合わせて月ごとの生活のめあて
を設定し、月末に振り返りを行う。
・児童の様子を放送や掲示板で中間報告し、自
分自身の状況をメタ認知させることで、次の行動
に生かす機会を設ける。

・ ・ ・

・生徒指導主任
〇生活安全チームリー
ダー

●いじめの早期発見、早期対応に向
けた取組の充実

○いじめの未然防止対策をする教員
100％
○いじめを覚知後の適切な対応ができる
教員100％

・いじめに関する研修会を開き、全職員でいじめ
に対する意識と対応力を高める。
・「心のアンケート」を定期的に実施する。
・「子ども教育相談」の機会を年に２回設け、全児
童の話を聞く時間を取る。
・「はぁとボックス」を設け、児童が自由に相談でき
るようにする。

・ ・ ・

・管理職
〇教育相談担当
・こころ育てチームリーダー
・学年主任

●児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとす
るための教育活動。

●「将来の夢や目標がある」「目標に向け
て努力している」と回答した児童を85%以上
●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童を80％以上
○「自分にはよいところがある」と肯定的に
回答する児童を80%以上
◎「鹿島の人・物・事のよさに気付いた」と
回答する児童80％以上

・キャリアパスポート等を活用し、目標や見通しを
もって活動に取り組ませたり、活動を通して伸び
た力について振り返らせたりする。
・PBS（ポジティブな行動支援）の校内研究と連動
し、児童のよさを認め称賛する活動を推進する。
・地域の人・物・事を活用した体験活動を支援す
る。

・ ・ ・

・特活主任
・学年主任
〇ときめきチームリーダー

○児童が主体的に取り組む特別活動
の充実

○「学級や学校をよくするために、自分た
ちで協力して取り組んでいる」と肯定的に
回答する児童85%以上

・行事において実行委員を募り、児童が主体的に
活躍できる場を設定する。
・委員会活動では、児童自ら気付いて行動できる
ように振り返りを生かした活動を支援する。

・ ・ ・
・特活主任
・学年主任
〇ときめきチームリーダー

●健康・体つくり

❶「運動習慣の改善や定着化」
❸「望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時間
が１週間で４２０分以上の児童80％以上
❸「健康に良い食事をしている」児童80％
以上

・スポーツチャレンジやスポーツに関するイベント
を企画し、楽しく運動する機会を確保し児童の体
力の向上を図る。
・食育指導や保健体育、学級活動等での学習を
通して、生活習慣を整えることの大切さを理解さ
せる。
・生活習慣に関するアンケートを実施する。

・ ・ ・
・体育主任
・栄養教諭
・養護教諭
〇体つくりチームリーダー

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人
当たりの年次休暇の取得日数１４日以上

・時間外勤務及び定時退勤推進日における個人
目標を設定し、月末に振り返りを行う。管理職で
確認し、声掛けを行う。
・長期休業を中心に年次有給休暇を計画的に取
得するよう働きかける。

・ ・ ・

〇管理職

●特別支援教育の充実

○学習や生活におけるつまずきを把
握し、個々に応じたかかわりを行う。

○「児童の実態の把握に努めた」「実態に
応じた支援を行った。」と回答する職員の
割合が85％以上

・特別支援教育Coと各担任が連携をし、個々の
つまずきに応じたかかわりの検討、実施を行う。
・職員連絡会等を活用し、児童の実態の把握・共
有を図ったり、職員研修を設定し、実態に応じた
支援の在り方についての理解を深め、実践につ
なげたりする。

・ ・ ・

〇特別支援教育コーディ
ネーター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○開かれた学校づくり

〇地域人材及び関係機関との連携強
化

○地域人材を活用した教育活動を各学年
年間１回以上実施
〇学校運営協議会やSC、SSW、鹿島市の
福祉課や民生児童委員との情報交換の場
を必要に応じて実施

・学年に応じた地域人材を活用した教育活動を年
間計画に位置付ける。
・アンケート等による学校内外からの学校への指
導助言を生かして学校改善を行う。
・学校便り等マチコミメールを活用した月２回以上
の情報発信に努める。

・ ・ ・

〇CS担当者
・管理職

〇小中連携の推進
〇西部中校区５校による小中連携 〇９年間の学びや育ちの系統の実践 ・小中相互の授業参観を行い情報共有を行う。

・３部会連携による共通実践を行う。
・ ・ ・

〇管理職

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上に関して、学習過程を意識した授業づくりができた。また、教科ごとにある程度の授業の型が揃っていることで、児童が見通しをもって学習に取り組んだと考えられる。

・毎月の心のアンケートや年に２回のいじめアンケート等を通して、いじめの早期発見につなげている。また、子ども相談で児童一人一人と話をする機会をつくることができ、児童の悩みを聞いたり相談に乗ったりすることができている。

・職員の時間外勤務時間削減のため、毎月の自己チェックを行わせた。定時退勤日の取組も含め、一定の効果が見られたので次年度も継続していきたい。年休の取得日数については、長期休業中に更なる声かけを行うことで１４日に近づけたい。

２　学校教育目標 「いい顔　いい声　いい動き」の明倫っ子の育成

３　本年度の重点目標

9年間を見据えた小中連携や家庭・地域連携によるかしま愛の育成を根底として

【志】夢いっぱい、志をもって頑張る子どもの育成　【知】やる気いっぱい、進んで学ぶ子どもの育成

【徳】笑顔いっぱい、優しい子どもの育成　【体】元気いっぱい、たくましい子どもの育成

学校名 鹿島市立明倫小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


